
水
部
の
講
吾
を
始
め
て
以
来
、
死
の
前
年
の
嘉
永
四
年
ま
で
、
『
綱

目
』
の
ほ
か
『
救
荒
本
草
』
『
救
荒
野
譜
』
を
三
八
あ
る
い
は
四
九

の
日
に
講
義
し
続
け
た
。
陪
臣
町
医
に
来
聴
を
許
し
た
天
保
十
四
年

以
後
も
同
様
の
日
割
で
あ
っ
た
。
江
馬
春
齢
や
井
口
栄
達
の
本
草
講

害
は
惠
畝
の
と
平
行
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

三
、
医
学
館
の
薬
品
会

藺
山
と
薫
畝
は
医
学
館
薬
品
会
の
再
興
と
発
展
の
大
き
な
支
え
と

な
っ
た
こ
と
が
『
日
記
』
か
ら
窺
え
る
。
こ
れ
ま
で
空
白
で
あ
っ
た

天
保
か
ら
嘉
永
期
の
開
催
日
や
規
模
も
『
日
記
』
に
よ
っ
て
埋
め
ら

れ
た
。

（
岐
阜
県
立
大
垣
工
業
高
校
定
時
制
）

江
戸
期
の
食
物
本
草
は
少
く
な
い
が
、
刊
本
と
な
り
普
及
し
た
噛

矢
は
曲
直
瀬
道
三
・
玄
朔
に
よ
る
『
日
用
食
性
』
で
あ
る
。
本
書
は

古
活
字
版
や
そ
の
一
六
三
一
年
重
刊
本
を
は
じ
め
、
一
七
一
二
年
ま

で
に
計
二
版
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
本
書
が
江
戸
期
の

食
物
本
草
に
占
め
る
位
置
は
大
き
い
。

一
方
、
玄
朔
は
渡
来
し
た
ば
か
り
の
『
本
草
綱
目
』
を
即
座
に
利

用
し
、
一
六
○
八
年
に
『
薬
性
能
毒
』
を
著
し
て
い
る
。
当
時
、
最

新
中
国
医
学
の
受
容
と
日
本
化
が
進
む
中
、
食
物
本
草
も
そ
の
例
外

で
は
な
か
っ
た
。
『
日
用
食
性
』
の
一
部
で
あ
る
玄
朔
の
『
食
性
能

毒
』
も
、
収
載
品
の
項
目
分
類
や
配
列
順
ま
で
『
綱
目
』
を
底
本
と

し
て
い
る
。
そ
こ
で
『
食
性
能
毒
』
と
『
綱
目
』
を
比
較
検
討
し
、

中
国
本
草
学
の
受
容
と
玄
朔
の
編
纂
視
点
を
考
察
す
る
こ
と
に
し

３
曲
直
瀬
玄
朔
『
食
性
能
毒
』
に
お
け
る

『
本
草
綱
目
」
の
取
捨○

加
藤
伊
都
子
・
真
柳
誠

／1房､

（人ノノ213



ま
ず
『
能
毒
』
の
分
類
項
目
と
各
収
載
品
目
数
、
お
よ
び
（
）

内
に
『
綱
目
』
の
同
分
類
項
目
か
ら
の
採
用
率
（
％
）
を
算
出
し
、

率
の
高
い
順
に
示
す
と
次
の
よ
う
て
あ
る
。

穀
部
三
八
品
目
（
五
二
・
一
）
、
禽
部
三
四
品
目
（
四
五
・
三
）
、
鱗

部
四
○
品
目
（
四
二
・
六
）
、
果
部
三
五
品
目
（
三
九
・
三
）
、
菜
部
三

八
品
目
（
三
六
・
二
）
、
介
部
一
六
品
目
（
三
四
・
八
）
、
獣
部
一
八
品

目
（
二
○
・
九
）
、
草
部
九
品
目
（
一
・
五
）
、
木
部
二
品
目
（
一
・
二
）
。

採
用
率
が
最
も
高
い
の
は
穀
部
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
と
中
国
の

食
生
活
で
は
、
穀
部
の
差
が
最
も
少
な
か
っ
た
こ
と
の
反
映
と
考
え

ら
れ
、
す
で
に
平
安
時
代
の
『
医
心
方
』
巻
三
○
（
食
物
本
草
部
分
）

に
も
同
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
他
方
、
草
部
・
木
部
は
食
品
と
し
て
の

性
質
が
低
い
こ
と
か
ら
採
用
率
が
低
い
。
以
上
を
除
き
動
物
食
品
に

注
目
す
る
と
、
鳥
類
や
魚
類
の
採
用
は
高
率
で
あ
る
が
、
獣
類
の
採

用
率
が
最
も
低
い
。
す
な
わ
ち
豚
・
狗
・
羊
・
牛
・
馬
・
虎
・
野

豚
・
熊
・
鈴
羊
・
鹿
・
猫
・
狸
・
狐
・
狼
・
兎
・
水
獺
（
カ
ワ
ゥ
ソ
）
・

鼠
・
獺
猴
（
サ
ル
）
の
み
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
当
時
日
本
に
生
息

し
て
い
な
い
虎
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
文
禄
の
朝
鮮
出
兵

に
従
軍
し
た
玄
朔
が
、
虎
の
食
用
効
果
に
興
味
を
抱
い
た
た
め
か
も

た
○

し
れ
な
い
。
な
お
『
綱
目
』
に
あ
る
乳
製
品
や
砿
・
駝
・
獅
・
象
・

膿
腋
獣
（
オ
ッ
ト
セ
イ
）
な
ど
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
当
時
の
日
本
で
摂
取
可
能
な
品
目
の
象
本
書
に
採
り
上
げ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
玄
朔
が
『
綱
目
』
の
ど
の
項
目
か
ら
、
如
何
な
る
内
容
を
本

書
に
引
用
し
て
い
る
か
検
討
し
た
。
『
綱
目
』
は
各
薬
物
ご
と
に
釈

名
・
集
解
・
気
味
・
主
治
な
ど
の
項
目
を
た
て
て
い
る
が
、
本
書
へ

の
引
用
は
共
通
し
て
「
気
味
」
「
主
治
」
か
ら
が
主
で
、
他
か
ら
は

き
わ
め
て
少
な
い
。
か
つ
食
品
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
気
味
」
か
ら
味

の
糸
は
一
切
引
用
せ
ず
、
玄
朔
の
見
識
が
窺
え
る
。
「
主
治
」
か
ら

は
、
食
用
効
果
と
過
食
の
副
作
用
の
桑
に
焦
点
を
絞
っ
て
引
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
は
、
『
綱
目
』
の
博
物
面
を
排
し
て
臨
床
応

用
を
主
眼
と
し
、
本
書
を
簡
潔
に
編
纂
し
た
玄
朔
の
意
図
が
察
知
さ

れ
る
。一

方
、
当
時
新
渡
来
の
食
品
を
「
綱
目
』
か
ら
即
座
に
採
用
し
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。
例
え
ば
玉
蜀
黍
（
ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ
）
・
焼

酒
（
焼
酎
）
・
葡
萄
酒
・
沙
（
砂
）
糖
な
ど
で
、
特
に
ト
ウ
モ
ロ
『
一
シ

は
植
物
形
態
が
例
外
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
天
正
年
間
（
一
五
七
三
’
九
一
）
に
伝
来
。
焼
酎

（18） 214



採
用
さ
れ
た
新
渡
来
品
は
砂
糖
を
除
き
す
べ
て
穀
部
に
属
し
て
い

る
こ
と
も
、
前
述
の
ご
と
く
穀
類
の
摂
取
が
日
中
間
の
食
生
活
で
最

も
差
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
ま
た
玄
朔
が
意
欲
的

に
新
渡
来
食
品
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
食
用
効
果
の
知
識

が
当
時
要
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
検
討
よ
り
、
玄
朔
は
『
綱
目
』
を
底
本
に
、
簡
便
か
つ
新

渡
来
品
の
知
識
普
及
も
織
り
込
ん
だ
、
日
本
向
け
の
実
用
的
食
物
本

草
を
目
的
に
本
書
を
編
纂
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
書
は

数
多
く
版
を
重
ね
、
江
戸
期
に
お
け
る
食
物
本
草
流
行
の
端
緒
を
担

っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

の
伝
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
五
九
七
年
版
の
草
子
に
原
始
的
製
法

が
見
ら
れ
る
。
葡
萄
酒
は
室
町
末
期
に
南
蛮
船
で
輸
入
さ
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
砂
糖
は
奈
良
時
代
に
薬
品
と
し
て
渡
来
し
て
い
る

が
、
食
品
と
し
て
の
再
渡
来
は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
’
五
五
）
と
い

う
。
た
だ
し
南
瓜
・
馬
鈴
薯
な
ど
も
同
じ
く
新
渡
来
品
で
『
綱
目
』

に
記
載
さ
れ
る
が
、
本
吉
に
採
用
さ
れ
な
い
の
は
、
当
時
ま
だ
普
及

に
記
載
さ
れ
る
が
、
本
吉
に
採
用
さ
」

し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
に
相
違
な
い
。

江
戸
末
期
票
で
に
著
さ
れ
た
日
本
の
伝
統
医
学
文
献
は
尼
大
な
量

に
達
す
る
。
そ
れ
ら
は
明
治
維
新
以
降
の
伝
統
医
学
廃
止
政
策
に
よ

り
実
用
性
を
失
い
、
多
く
は
無
用
の
長
物
と
化
し
た
。
こ
の
結
果
、

巷
間
に
あ
ふ
れ
た
害
は
他
の
文
化
財
と
同
様
、
一
部
は
海
外
に
流
出

し
た
。一

方
、
中
国
で
は
明
治
政
府
の
よ
う
な
伝
統
医
学
廃
止
政
策
が
実

施
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
の
伝
統
医
学
文
献
は
中
国
で
価

値
が
認
め
ら
れ
、
相
当
量
が
購
入
さ
れ
て
い
る
。
最
も
顕
著
な
例
は

大
部
分
が
台
北
の
故
宮
博
物
院
に
現
在
収
蔵
さ
れ
て
い
る
楊
守
敬
の

購
入
書
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
演
者
ら
も
す
で
に
報
告
を
重
ね

た
。
し
か
し
中
国
本
土
の
収
蔵
状
況
は
、
か
つ
て
全
面
的
調
査
や
検

討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
近
年
は
中
国
各
図
書
館
の
書
籍
整
理

４
中
国
に
保
存
さ
れ
る
日
本
伝
統
医
学
文

献
の
孤
本

＊

Ｕ
真
柳
誠
・
関
信
之
・
肖
術
初
・
森
田
傳
一
郎
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